
【地域ＩＣＴ振興型研究開発】 

研究課題：地域住民の“信頼”と“人間関係”を基盤にした 

地域防災ＳＮＳに関する研究開発（092310009） 
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安心感 
の共有 

共有災害・防災地図、住民場所検索 

人間関係
のDB化 

地域固有の“今，そこで必要な災害・防災情報”を得ること
が難しい。 

今日の人間関係の希薄さから，安全・安心を得るための
心理的サポートが乏しい。 

日頃使わない防災システムは、災害時に効果的に使えな
い。 

被災者の救助（共助）がうまく行えず被害が拡大しやすい 

日頃からシステムを利用し、コミュニケーションの活性
化とシステムへの適応。 

災害時、協力して地域の災害・防災情報を共有する
ことで安心感・信頼感を満足させる。 

さらに「平常時の防災情報の共有化」や「災害時の対
応策決定の効率化」に有効 

地域災害SNS 

■地域防災SNSのイメージ(災害時) 

解決策 

iPhone 

「地域の安全・安心は地域が守る」という考え方を基本に据え，地域住民の人間関係づくりや信頼の醸成を支援し，災害時
の救助活動や生活支援に役立つ地域防災SNSシステムを開発した 

人間関係作り： 住民相互の情報共有，信頼の醸成，
協力意識の促進 

災害への備え： 新しい防災訓練ツール（シュミレー
ション）としての活用 

地域災害SNSの社会的意義 

自然災害発生時の地域の課題 


